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いわゆるティムール朝ルネサンス期の
　　ペルシア語文化圏における都市と韻文学

15世紀末ヘラートのシャフル・アーシューブを中心に

久　保　一　之

は　じ　め　に

　1　ティムール工期の文化・学芸

　ティムール二期（1370－1507）のマーワランナフルとホラーサーンにおける文化の発達は，

中央アジア・西アジア史上注Eすべき現象とされる。ティムール朝期の文化は，モンゴル支

配期後半にイラン西部で発達した文化の移入・統合という計画をもつものの，「イスラーム」，

「イラン」，ヂ遊牧トルコ・モンゴル」各々の価値観や文化の伝統が絡み合って，独自の形態

を生み出している。その基盤は，イスラームを取り入れたイラン文明が，トルコ族の侵入や

モンゴルによる支配を経て変質することによって形成されたものであり，近代に至るまで詣

該地域における文化の潮流の源であり続けた。それゆえ，ティムール朝期の文化の諸楊を異

体的に考察し，特徴的な事象を検討することは，いまだ不明な点が多い中央アジア・西アジ

ア文化史を明らかにする上で，きわめて重要な意義をもつであろう。

　ティムール必衰の文化の発達は，竃廷文化および都市文化の高揚に象徴され，殺主や宮廷

の実力者は盛んに建設活動や慈善活動を行ない，また学芸を保護した。この都市文化・富廷

文化や学芸の隆盛を「ティムール朝ルネサンス」と呼ぶことがある◎ティムール朝ルネサン

スの時期は，広義には始祖アミール・ティムールAmlr　Timar（在位137G　4405）の治世後

半からティムール朝滅亡までであるが，狭義には，同王朝最後の英主スル隅一ン・フサイ

ン・ミールザーS頭an撫say職Mlrza（在位1469－1506）の治世であり，舞台は首都ヘラー

トである。ヘラートは古来ホラーサーンの中心都布であり，ティムール朝成立以前から都市

文化の発達が見られ，岡王朝第三代君主シャールフ。ミールザーShah－rul〈h　Mirza（在位

1409－47）の比較的安定した治世に，建設活動や学芸活動が活発化し，スルターン・フサイン

時代には未曾膏の繁栄を遂げた。当時この都市では数多くの学者・文入・芸術家が活躍し1），

1）特に代表的人物とされるのは，神秘主義思想家・ペルシア詩人のジャーミーMavlana　Nar　ai－

　dln‘Abd　al－Rahman　Jami（1414　一　92），トルコ詩人・文人のナヴァーイー一Nava’VAmIr　Nig－

　am　al－din‘Ali－shir（1441　一　1501），ペルシア文人のカーシェフィーMavlana　Kamal　a玉一din

　翠usayn　Va‘i4　K：ashifl（d．玉504／05），歴史家・ペルシア文人のミールホーンドMirkhvand／

　Amir　Khvand　Mubammad（d。1498）とホーンダミールKhvandamir／Amir　Ghiyath　a1－dln

　b，Humam　al－din　（c．麦475－c．1535），能書家のスルターン・アリー。マシュハディー　Sultan

　‘Ali　Mashhadl（（S　1513／14），細密薩家のビフザードUstad　Kamal　al－din　Bihzad（c．　1460　一ノ
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「ヘラートは，まさしくティムール朝ルネサンスと称すべき時代におけるフィレンツェの地

位にあった」とされる［グルッセ1944：746］。

　ルネサンスを，綴人の自由な精神に基づく，知的生産活動の復興および革新と規定するな

ら，当該蒔代の学芸・文化は，モンゴルの侵攻以前の伝統を復活させっっ新たな潮流を生み

出しているから，「ティムール朝ルネサンス」なる表現に妥当姓を見出すことは十分可能で

あろう。問題は，個の成長を捉す都市社会の成熟の度合，および様々な分野における創作活

動の特徴が，あまり明らかにされていないことである。周知のごとく，当時盛んであった王

族や宮廷の実力者たちによる学芸保護がサロン文化を誕生させたことは明らかにされている

が£Boldyrev　i947；Subtelny　1984；do．1988；久保1990〕，そこで生み出された学芸作句

の特徴や，広い意味で密由な精神を育むと払える都市社会の実態が，異体的に論じられない

限り，「ティムール朝ルネサンス」なる表現は空虚な響きを伴い続けることになる。

　2　ティムール朝ルネサンスとペルシア文学

　現在の研究水準で，ティムール朝ルネサンスなる表現を支持し得る学芸分野は，建築と美

術・工芸である。ドイツのレーマーH．R。　Roemerは，建築について，「妾蒔のイスラーム

建築の著しい繁栄が，ヨーロッパで流行したティムール朝ルネサンスという雷葉を，十分に

説明してくれる」と述べ，また当代随一の網鎌切家ビフザードについて，「彼は，直接的霞

然観察と伝統的要素を結び付けて，書物彩飾ルネサンス（the　renaissance　of　book　illumi－

nation）をもたらした」と主張している［Roemer　1986：142，145］。確かに，15世紀初頭

からのサマルカンドやヘラートにおける活発な建設活動，および装飾を凝らした写本作成は，

質量ともに瞠罠に値するものであり，イスラーム美術・芸術史上の重要な研究対象となって

いる2＞。しかし，同じく当時の学芸の隆盛を強く印象付けるペルシア文学については，あま

り肯定的な評価が得られていない。

　当該時代ペルシア語を第一の文章語としていた地域は，ホラーサーンとマーワランナフル

のほか，西はアゼルバイジャンから東は現在のパキスタン，およびインドの一部をも含む。

いまこの地域を「ペルシア語文化圏」と呼ぶなら，当時のヘラートは，タブリーズ，シーラー

ズ，サマルカンドなどを凌いで，まさしくペルシア語文化圏の中心に位置していた3）。この

　＼1535）などである。上記の者はいずれもEf2に敢り上げられており，その現存作1驕，は，様々な角

　　度から研究されている。

　2）ティムール朝期の建造物についてはAlleR　1981；○’K：ane　1987；Golombek＆Wilber　1988，美

　　術・工芸についてはLentz＆L◎wry　1989；Bahari　l997というまとまった研究成果を利用するこ

　　とができる。

　3）ヘラートは当時のペルシア語文化幽の中心に位鑑付けられるが，ナヴァーイーをはじめトルコ詩

　　人・文人が活躍し，中綱アジアのトルコ古字文学たるチャガタイ・トルコ文学も確立された［菅原

　　1998］。トルコ文学の興隆はペルシア語文化圏に広く兇られ，15世紀宋には，ペルシア語で著わさ

　　れた詩人伝の中にトルコ詩人が散見されるようになり，i6世紀半ばの詩人伝TSには懸ルコ人

　　たちとトルコ詩人たち」と題した章（第6章）が設けられ，30名のトルコ詩人が取り上げられてい／
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都市で膨大な数のペルシア文学作品が生み出されたが，特に散文学における歴吏書，伝記，

インシャー作品（公・私文書の文例）の執筆・編纂の活発化は注黛に越する4）。語句の並列

や隠喩を多用したその美麗な文体は，モンゴル侵攻以前の，特にインシャー作品に見られた

伝統の復活を意味するだけでなく［久保1996：210］，その後のペルシア散文の基本となり，

チャガタ／・トルコ語やオスマン・トルコ語の構文にまで影響を及ぼした。さしあたって文

学的・芸徳的な価値判断を保留するとしても，重要な研究対象であることは間違いない。

　一方，歴史的にペルシア古典文学の中核をなす韻文作品については，その蚤の多さが特筆

されるのとは対照的に，文学的・芸術的価値は疑われており，残念ながら否定的な見解が主

流である。「ティムールによる侵攻以前の，ペルシア文学の輝かしい時代が，彼の死後に再び

訪れることはなかった……［中略］……詩人の数は増えても，彼らの作品の知的・美的価値は

増さなかった……［中略］……慣習の重視や形式的要素の強調が生じ，インド様式の影響で

古典主義化による硬直（classicising　rigidi£y）が進んだ」とするレーマーの説明は〔Roemer

ig86：140］，ペルシア古典文学蔓の定説を反映した，きわめて妥当なものと言うことができ

る。確かに，「最後の詩人（khatim　al－shu‘ara）」と称されるアブドゥッラフマーン・ジャー

ミーとその作品を除いて，ティムール朝ルネサンス期に，ペルシア文学史上特筆されるよう

な詩入や韻文作品は見当たらない［黒柳1977：231－32］。はたして，当時の膨大な数の韻

文作品の中に，「慣習の重視や形式的要素の強調」および「古典主義化による硬置」を感じ

させない，斬新な内容や革新的要素をもつ作品を見出すことはできないものであろうか。

以上のような画題面識に基づいて，ティムール朝ルネサンス期のペルシア韻文学を概観す

ると，都市の住民や宮廷の人々を題材とした，「シャフル・アーシューブ（shahr－ashab）」

x
　る〔TS：334　一　60］。しかし，当時の詩人・文人全体から見ると（TSに取り上げられた入物は七百名

　を超える）きわめて！jxさな数に留まっており［久保1990：43］，当該地域におけるトルコ語の文章

　語・古典語としての地位は，ホーラズムを除いて，近代に蓋るまでペルシア語に遠く及ばなかった。

4）スルターン・フサイン時代に完成された主なペルシア散文作品を列挙すると，歴史書では，イス

　ラーム世界史のMlrkhvand，　Ravdat　al－Safdi’，ティムール朝史の‘Abd　al－Razzaq　Samarqan（il，

　MaFla‘i　Sa　‘dαyn；Khvandamlr，　Khuldisat　al－4khbdr，ヘラート史のMu‘沁al－dln　M晦一

　ammad　Zamchl　Isfizari，　Rav4atα1－fanndit　fi　Avsaf　Madinαt捌滋‘，伝記では，諸王列伝の

　Khvandamir，飽蹴肋al－Mulak，詩人伝のDawlat－shah　Samarqandl，　Tadhkiratα1－Shu一

　‘ardi　’，聖者伝の‘Abd　al－Ra琢man　Jami，　Nafahat　at－Uns；Fakhr　al－dlR　‘AII，1～αsんα麺6→‘Ayn

　α1－Uayδt；Kamal　a1－dM恥sayn　Gazurgahi，1幅寄おα‘一‘び肋訪勾，殉教奢列伝の翠usayn　Va一

　‘移Kashifl，　Ravdat　al－Shuhaddi’，ナヴァーイー伝のKhvandamir，　M硫翻？πal－Akhldiq，ジャー

　ミー伝の‘Abd　al－Ghafar　Larl，　Tahmilaδ醒融梅‘α♂一Uns；‘Abd　al－Vasi‘Ni4ami，　Mασ伽δか

　i伽磁麗戴厩，インシャー作品では，上に見られる文人たち，‘Abd　al－Razzaq　Samarqandi；

　Zamchl　Isfizari；班usayn　Va‘珍Kashifi；‘Abd　al～V農si‘Ni顧m1のインシャー一作品集，および

　ジャーミーやサイフィーの書簡集がスルターン・フサイン暗代に編纂されており，その後完成さ

　れた　‘Abdullah　Marvarid　Bayani，　S惚π助伽α；Khvandamir，　Ndma一　yi　namiも当該時代のイ

　ンシャー作品を数多く収めている。
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というジャンルに属する作品が，異彩を放っている。当該晴代に編まれたシャフル・アー

シ＝一ブ作品は，サイフィー・ブハーり一Sayfi　Bukhari（1503／04年没）作『驚くべき

者たちの技芸　（＄ana’i‘a至一Bada’i‘）』［§B］のみであるが，その内容の考察とシャフル・

アーシ＝一ブ史における位置付けによって，当蒋の社会状況と文化水準を考える上で，重要

な材料を提供することができる。そこで本稿では，まずシャフル・アーシューブなる文学

ジャンルとその歴史を概観した後，上記サイフィーの作品の内容を考察し，その成果を踏ま

えて，ティムール朝ルネサンスなる表現の妥当性を探る材料とするため，ペルシア韻文学の

隆盛と都市社会の成熟との関連について検討する5）。

1　シャフル。アーシューブについて

　1　シャフル・アーシューブとその起源

　前近代イスラーム疇代のペルシア韻文学における一ジャンル，シャフル・アーシューブに

ついては，これまで，歴受研究はもちろん，文学研究の立場からも，ほとんど言及されるこ

とがなかった。シャフル・アーシューブに関するまとまった研究成果としては，GulchiR－i

Ma‘ani　1968がほとんど唯一のものである6）。以下この研究成果を活用しながら，シャフル・

アーシューブとその歴史を概観し，サイフィーの作品の重要性を確認したい。

　シャフル・アーシューブはシャフル・アンギーズ（shahr－angiz）とも呼ばれ7），字義的

には「美しさ（busn　va　jamal）において町を騒がす者（ashitbanda－yi　shahr）や世間に

騒がれる者（fitna－yi　dahr）」を意味し，文学作品としての定義は「町の柱人たちに対して

詩人たちが行なう賞賛や非難」である。詩型に特に定まったものはないが，都市佐民のうち，

特に職人や商人を題材としたシャフル・アーシューブにはルバーイー（四行詩）が多く，特

定の都’市の住民や宮廷の人々に対する賞賛や非難の場合は，カスィーダ（頗詩）やマスナ

ヴィー（長編詩）が多い。このほかキトア（断片詩）やガザル（叙情詩）の場合もある［Gul－

chin－i　Ma‘anl　1968：　3－41．

5）筆者は既に，イラン研究者集会G999年4月4日，東京外国語大学アジア・アフリカ需語文化

　研究所），比較申世史料研究会（1999年7月10El，東大会館），文部省科学研究費補助金特定領

　域研究「古典学の再構築」原典班研究集会（1999年11月13ig，京大会館）において，本稿の内

　容に関連するm頭発表を行ない，各々の会で多くの貴璽な意見をいただいた。ここに記して，主

　催者と出席者の方々に謝意を表する。

6）　このほかには，パキスタン入研究餐　（Sayyid‘Abdullah）の研究成果の紹介を含むMabjab

　1967があり，またKeyvani　1982にサファヴィー朝末期のシャフル・アーシューブ作最の英訳が

　見られるが（筆者未見，近藤信彰氏のご教示による），あとは校訂・出版されたシャフル・アー

　シュープ作品に付された序文が参考になる程度である。

7）ほかにも，類似する語義を持つダフル・アーシューブ（dahr－ashifb），ジャハーン・アー

　シュープ（jahan－ashab），アーラム・アーシューブ（‘alam～ash眞b），ファラク・アーシューブ

　（falak－ashUb）なども用いられることがある［Gulchln－i　Ma‘aRl　1968：5；｝｛iravH987：8］。
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　シャフル・アーシ＝一ブの起源については，17世紀オスマン朝下で編纂された文献臣録

の中にシャフル・アンギーズの項目があり，6人のトルコ詩碑が列挙されていることから

［K：3：ll，1067］，トルコ起源とする見解（ギブE．　J．　W．　Gibbによる）がある［Browne　1924：

237］。しかし，「シャフル」，「アーシューブ」，「アンギーズ」という語は，いずれも中世ペル

シア語に見られ，近世ペルシア語本来の語彙に含まれるから，この文学ジャンルがペルシア

語文化圏で生まれたことは疑いない。最も古く完全なシャフル・アーシ＝一ブ作品と見なさ

れるのは，ガズナ朝のラホール宮廷に仕えたマスウード・サアド・サルマーンMas‘Ud　Sa‘d

Salman（iO47－1121）の諸作品［DM：562－79；do．：636　一　53」や，岡王朝下のホラーサー

ンで活躍したサナーイー・ガズナヴィー　Sana’I　Ghaznavi（c．1180～1141）の作品［KB］で

ある［Gulchln－i　Ma‘2Ri　1968：4］。より古いと思われる前者の二作品が，現在のパキスタン

のラホールにおいて詠まれたものであるため，この文学ジャンルの起源をインドのペルシア

文学の中に求める見解がある　［Ma切ab　l967：685］。しかし，マスウード・サアド・サル

マーンやサナーイー・ガズナヴィーの諸作品は，10～12世紀の近世ペルシア文学隆盛期の

産物であり，その中心はホラーサーンと，やや遅れてアゼルバイジャンであるから［黒柳

1977：50　一　51］，勃興期のインド・ペルシア文学に結び付けることはきわめて難しい。上述

二入の詩人とほぼ聞聴代，12世紀セルジュク朝下に活躍したアゼルバイジャン出身の女流

詩人マフサティー・ガンジャヴィーMahsati　Ganlavlもシャフル・アーシューブを詠んで

いるから［GulchlR－i　Ma‘ani　1968：15－17］，この文学ジャンルは，ガズナ朝やセルジ＝ク

朝の庇護下に円熟期を迎えた近世ペルシア文学の中から恋った，と考えるべきであろう。

　2　シャフル。アーシューブの分類

　その後シャフル・アーシューブは，一回的にペルシア文学史上から姿を消すが，やがて復

興し，19世紀末までこのジャンルに属する作品の存在を確認することができる。Gulchin－i

Ma‘an？　1968は，先述の最初期の諸作品から19世紀末のものまで，作者を特定できる合計

41．のシャフル・アーシューブ作品を取り上げている。これに漏れた1作品を加え，合計42

作品を，必要最小隈の情報とともに，おおよその縛代順に並べると，次ページの表1のよう

になる8）。

　いまこれらの作晶を逐一検討することはできないが，筆者の判断では，シャフル・アー

シ。。　一一ブ作品は，題材と意図によって大きく二つのタイプに分けることができる。第一のタ

8）Gulchin－i　Ma‘ani　19681こ漏れていたのは，詩入伝中に書及。引規されている蓑1：No．13の作

　品であるこTS：274］。この袈に含まれていないシャフル・アーシューブ作品には，作者と成立年

　代が不詳のもの1作品と，散文のシャフル。アーシューブ2作品があり，また表1；No．25－26

　の作者が，さらにもう一つの作品を編んだ可能性がある£Gulchin－i　Ma‘ani　1968：61，92－95〕。

　なお，表1：No．14の作壽名をKhurram11＄fahanlとする史料もあるが［TS；278］，これをテキ

　スト校訂の際の誤りと判断し，Browne　1924：　237；Gulchin－i　Ma‘anl　1968：38に従って輩arfi　IS－

　fahaniとした。
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No 作　　　者　　　名 作贔名および題材・都市名など 作晶の形態
1 Mas‘むd　Sa‘d　Sa豆man　（1047一圭121） ラホール キトア集
2 岡　　上 ガズナ朝Su王舞n　Shlrzadの宮廷 マスナヴィー

3 Sa鷺芝…’1　Ghaz蕊av｝（c．1080一王14歪）
Kσ7πσ㎜α一：yゴβ（z漉ん；

Kズナ朝Su1質n　Mas‘Odの宮廷
マスナヴィー

4 Mahsat1　Gha朗av王（12世紀） アゼルバイジャンのガンジェ ルバーイー築
5 Ka膿al　a団in漁励pay（12世紀） バダフシャンのキーヌース カスィーダ
6 Amlr　K：husrav　Dihlav1（1253－1325） デリー ルバーイ一二
7 Sayf玉Bukh～三ri（d．1503／0の ＄απδ宏一一βα（滅宏；ヘラート ガザル集
8 需Agah1　Khuras議ni（d．1525／26） 1519／20年完成；ヘラート カスィーダ

9 Khvan（lamir（c．1475－c．王535）
磁甥α一ツ∫π（7期目所収書簡各々の冒

ｪ部；ヘラート
ルバーイー集
@（未集成）

10 Lisani　Shira2：i（（i．1534／35） 伽ゴ窺α‘αた涯5πδ∫；タブリーズ ルバーイー集
Il V的id1　Tabrizl　Qumm1（d．1535／36） タブリーズ マスナヴィー
12 Hayrat1　T｛1ni（d．1554） カズヴィーン カスィーダ
13 ‘Ishqi　Darguzini（16世華己半ば活躍） タブリーズ 不　詳
14 耳arf11ξ｝fahaτ｝王　（d．1563／64） ギーラーン 不　詳

15 M的ammad　Qasiln　zari　I＄fahani

@　　　　　　　　（d．1571／72）
イスファハーン カスィーダ

16 Rashki　Ha職adani（d．1583／8〈塾）
サファヴィ・一士月Shah　Tahmasb

ﾌ窟廷とカズヴィ・一ン住践
カスィーダ

17 N1kHsfahan1（d．1591／92） 　専сYド カスィーダ
王8 耳alati　Turkarnan　Tihrani（（i．三59王／92） カズヴィーン ルバーイー集
王9 　　　胃eayφAgra’1（d。1595） アグラ ルバーイー集
20 ‘Ishql　Khvafi（16世紀末活躍） No．4の作品の模倣；アグラ　（？） ルバーイー集
2王 　　　　一cavari　Aran1（17世紀初頭活躍） カーシャーン カスィーダ
22 FaghfUr　Lahi葺（d．16玉9／20） ゴルジェスターン　（グルジア） マスナヴィー
23 Shifa’1王§fahani（d．1628） イスファハーン 不　詳
2憂 Kal王m琵a狐adani（d．1650／51） デカンのアクバラーバード マスナヴィー
25 Av摯量di耳usayai　Daqqaq亙（（玉。1632／33） シーラーズ（？） カスィーダ
26 岡　　上 岡　　上 カスィーダ
27　　Nisha算Da膿avandi　G7』世糸己主影はご活躍） イスファハーン カスィーダ
28 Fay¢Kashan1（d．1680／81） z）α1zγ一δs13励 カスィーダ集

29 Tahir　Va堰di　Qazvini（（至．乏698／99）
冊協s雇（1ガα漁〔slz撹（1；

Cスファハーン　（？）
マスナヴィー

30 同　　上 同名の異作描；イスファハーン マスナヴィー
31 Ashraf　Mazandarani（d．17G4／05） インドのフーり一祭 マスナヴィー
32 ‘Ata’亙Tattavi（d．1706／07） スィンドのタツタ カスィーダ
33 同　　上 嗣　　上 キトア

34 Yaktざi　LahOri（d．1734／35）
ノ励伽一δ訪励；　　　　　一ムガル朝‘Ala阻girの挽歌

マスナヴィー

35
　　　　　　　　　　得
l曲ammadbakhsh　Ashab　　，

rhahjahaτ｝abadi（d．1784／85）

Fα♂α紐σsん励；

Cスラーム史・インド史
カスィーダ

36 B茎di1‘A寡m農b言di（圭644－1721） 幽蒔の政治・社会状況 ムハンマス
37 Sa晦addl　Qah£irukh王（d．1831／32） テヘラン（？） 不　詳

38 Fu蘭gh　Isfaha画Gg早糸己半ば活躍）
簸z41漉鉱α’α♂一Sんαδδ（奮う　（1848／

S9年完成）冒頭部；タブリーズ
カスィーダ

39 Sami　Hazarlaribi（19’i臓卜半ば活躍） 　　　　　LVーラーズ カスィーダ
40 Sh｛＝r至（la’i　Shirうzi　（19』1せ糸己冴三ζま2盃踵塁） 1857／58無償威；ファールス カスィーダ
41 Naq亙b　Shirazi（d．　c．1883） 0αんβσδ；種々職業の慣習 マスナヴィー
42 Badr　Lah亘」宝（19’世紀末活躍） ラーヒジャーンのウラマー カスィーダ
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イブは，都市の一般佳民層に属する職人や商人を主な題材とし，職種ごとに一編の詩があて

られた短編詩集の形態を取っている。16世紀以前は，キトア集，ルバーイー集，ガザル集の

形態をもつ場合が多く，17世紀以降はマスナヴィーが多い9）。この種のシャフル・アー

シューブの場合，題材が社会的地位の低い職人や商人であるにもかかわらず，燗々の職人・

商人を，多くの人々から愛され町を騒がす佳人（つまりシャフルeアーシューブ）に見立て，

その職種に関連する語句を比いて恋慕の情を歌っている［Gulch乏n－i　Ma‘anl　1968：5］。例

えば表1－No．1のマスウード・サアド・サルマーンの作品では，金細工師（zargar）につ

いて，以下のように詠んでいる［DM：640］lo）。

　　石の如き心を持つ月よ，心奪う太陽よ／嫁き懸を持つ佳人よ，金細工師の恋人よ

　　私は麗しき肢体の金細工師に会った／私は自らの頗を金色に染めた

　　一度くらいは私の金色の頬を／愛しき人よ，汝の銀盤の頬に重ねてはくれぬか

　このルバーイーは，内容は恋の歌であるが，対象は一介の職入であり，その職業に関連す

る語句（「金色」，「銀色」）が盛り込まれていることで，軽妙な味わいを醸し出している。こ

のような詩を詠む目的はおそらく「娯楽・気晴し（tafanRun）」であり［Gu｝chln一呈Ma‘an1

1968：6］，大衆文学を思わせる。この種のシャフル・アーシューブが生まれた背景には，

舞台となっている都市の文化の発達，および社会の成熟があると考えるべきであろう。

　もう一つのタイプのシャフル・アーシューブ作品は，特定の都市の佐民や宮廷の人々に対

して繰り広げられた賞賛や非難であり，短編詩集ではなく，主にカスィーダであり，時には

マスナヴィーの形態を取る。宮廷詩人が慮らの保護者とその周囲の人々を褒め賛えている場

合もあれば，個人的な事情や政治的な意図により風刺や中傷を展開したものもある。例えば，

上述サナーイー。ガズナヴィーのシャフル・アーシューブ作品［X　1：No．3〕は，ガズナ

朝のスルターン・マスウーF“　Sultan　Mas‘9d宮廷に対する賛辞が中心となっているが，「財

務官僚（arbab－i　dlvan）と文官（ahl－i　qalam）について」は以下のような一節から始まっ

ている［KB：305］　Li）。

9）マスナヴィー（長編詩）は畏さが限定されず，フェルドウスィーの『シャー・ナーメ』のような

　長編の叙事詩・物語に適しているが，主題ごとの短編詩を集めた形にまとめることも可能である。

　マスナヴィーのシャフル・アーシューブ作品は，一編のマスナヴィーではあるが，短編詩集の形

　態を取っている場合が多い。

IO）以下，引用した韻文については，ラテン文字転写（Thiesen王982に準拠）と韻律を油記する。

　JiXag：　mah－e　sangin－dell　ey　mehr－e　del－ju－y／bot－e　glrln－labi　ey　yar－e　zargar／be－didam

　zargari　s’irin－nehadi／az　an　kardam　rob6n－e　b’ig　6ttn　zar／magar　razi　roban－e　6an　zar－e

　man／neh封ana　be7simin‘ar磯一at　bar；韻律はハザジェ・モサッダセ・マフズーフ体（U一一

　一／U一一一／U一一）である［Thiesen　l982：§194；Shamisa　1996：190］。

ll）転写：r的一ra　daye　jay－e　I甑R－ast／‘aq1－ra　maye　ray－e　1甑n－ast／‘ar＄e－ye　mabe6　ast　beyrat－

　egan／qased－b　masra’一ast　fekrat－es’an／mogkel－e　geyb　bal　konand　be－kelk／asman－ra　badal

　konand　be－kelk；韻律はバフィーフェ・アスラム体　（一U一一／U－U一／UU一）　である

　［Thiesen　1982：　g　23e；Shamisa　1996：47］．
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　　彼らの地位は魂にとっての乳母であり／彼らの見解は理性にとっての資産である

　　彼らの当惑は恐ろしい戦場であり／彼らの思考は疾駆する使者である

　　彼らは隠された難問を筆で解決し／天［篇運命；王権の所在］を筆で代える

　一方，12世紀の詩人カマールッディ・一ン・クーターフパーイの作品£表1：No．5］には，

以下のような一節がある［Gulchin－i　Ma‘ani　l968：ig］12）。

　　彼らのターバンは縄のようで，シャツは頭髪でできている

　　彼らのズボンは経帷子のようで，ベルトもなしに尻のところで結んでいる

　　［彼らは］綱を断ち切ったロバのよう，土埃を上げている牛のよう

　　各々が昂され50ラトルの糞をたらしている雌羊のよう

　　搬らの3頭の申は女の裸で～杯で，女たちの腹は空っぽ

　　かくて，かの売春婦たちは，回想さゆえヨ三にさえ居場所を与えない

ここで習う「彼ら」とは，クーターフパーイが徴税長宮として赴任したバダフシャンのキー

ヌースの人々を旛している。その描写にはキーヌースの人々に対する嫌悪感がにじみ出てお

り，風刺・中傷というより侮辱に近い。同様な例では，ヘラートの詩人が廓身の処遇に対す

る不満から「ヘラートのすべてのハーキム，アミール，サイイド，ウラマー，有力者

（ashraf　va　a‘yan）を誹誘（madhammat）するため」に詠んだシャフル・アーシューブ作

品　俵11No8］や，イスファハーン出身の詩人がギーラーンに赴き　fその地とその地の

人々を誹講ずるたあ」に詠んだ作品［表1：No．14］があるが，前者の場合は，後に懲罰と

して作者の舌が切り取られたという瞭S：360；TS：208，278］。

　ペルシア詩人は，アラブ詩人と同様，椰楡・風刺，あるいは講誘・申傷を目的として創作活

動を行なうことが少なくなかったから［GulchiR－i　Ma‘ani　1968：6］，上記のような例は特に

驚くに値しない。注意すべきことは，この種のシャフル・アーシ＝一ブ作品の場合，第一の

タイプと比べて，都市文化の発達や都市社会の成熟との蘭連性が弱いということであろう。

文学作品としての特徴は，賞賛を霞的とする場合はやや仰々しくなるが，風剃や中傷の場合

には，第一のタイプと同じく，軽妙さが感じられるということである。なお，シャフル・

アーシューブ作品としては，第一のタイプが主流であり，数も多い。

3　シャフル・アーシューブ史上の断絶とサイフィーの作品の重要牲

先にも述べたが，表1から判るように，シャフル・アーシューブ作晶は， 12潅量糸己から19

12）　＄Xg一・：dastar－ha－San　6an　rasan　az　mGy－e　sar－gan　p｝rahan／galvar－ha－San　6an　kafan　bl－

　band　baste　bar　kafal／6itn　bar　rasaR　be－goslbte　（bogsibte）　6itn　gav　gard　angibte／har　yek

　60　miS　avibte　pegke｝　ze－kan　panjah　ratl／bar　sar　ze　‘oryani　zan－an　bali　Sekam－ha－San　zan－

　an／v－angah　ze　kebr　an　gar－zan－an　na－nehand（nanhand）su1挿n－ra　mabal；韻律はラジャ

　ゼ・モサッダセ・サーレム体（一一U一／一一U一／一一U一／一一》一）である［Thiesen王982＝

　g　215；Shamisa　1996：57］．
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世紀末まで存在を確認することができる。しかし，圭1世紀末から圭2世紀に編まれた初期の

5作品［表1：No．1一　5　］と，本稿で考察する15世紀末のサイフィーの作晶〔表i：No．7］

との闇に，1作品しか確認できず［表1：No．6］，しかも，その作品はインドで編まれたも

のである13）。このような，シャフル・アーシューブ史上に見られる断絶は，この文学ジャン

ルが，ペルシア語文化圏において一度は廃れたことを意味すると考えられる。

　そもそもシャフル・アーシューブあるいはシャフル・アンギーズというジャンル名の成立

が問題であり，IO－12世紀の返報ペルシア文学隆盛期の文献では，このジャンル名を確認

することはできない。管見の限り，この名称がはじあて文献に記されたのは，1524年に完

成した歴史心耳S14）であり，15世紀末から16世紀初めにヘラートで活躍したアーガヒー・

ホラーサーニーがドAH　926（1519／2◎）年」に「シャフル・アーシューブを編んだ」とい

う記述が見られる田S：360；表1：No．8］。この歴史書には，アーガヒーの作品より先に成

立したサイフィーの作品［表1：No．7］に関する言及があるが，シャフル・アーシューブと

は呼んでいない脚S：346］。やや時代が下って16世紀半ばに記された詩人伝になると，「ヘ

ラートの住人たちのためにシャフル・アーシ”一ブを詠んだ」，「タブリーズのためにシャフ

ル・アンギーズを詠んだ」，「タブリーズの町のためにシャフル・アンギーズを詠んだ」，「そ

の地〔瓢ギーラーン］とその地の人々を誹恕するためにシャフル・アーシューブを詠んだ」

といった記述が見られる［TS：208，227－28，274，278；表i：No．8，11，13」。また，本章で

既に需及したとおり，圭7世紀オスマン朝下に編まれた文献隠録K：多にはシャフル・アンギー

ズという項繕が晃られる。

　以上のことから，シャフル・アーシューブまたはシャフル・アンギーズというジャンル名

は16世紀前牽に定着したと考えられる。そうすると，本稿で取り上げるサイフィーの作品

が成立した時期（15世紀末）は，ジャンル名が定着する晶晶にあたる。また，この作品の

登場によってシャフル・アーシューブ史上の断絶が終りを告げているのである。

　サイフィーのこの種の春作活動については，彼の保護者であったミール・アリーシール

（ナヴァーイー）が［久保1990：表E，No．35］，以下のように述べている。

　　職人たち　（san‘at　va聴fa　ahl－i）のためにも富船に優美な詩を詠んだ。その道における翻始者

　　（mukhtari‘）である◎〔MN：86］

13）表1：No．6の作晶については，高名なインyのペルシア詩人アミール・ホスロウ・デフラヴィー

　によるものではなく，ムガル朝のアクバル暗代（1556　一　1605）あるいはジャハーンギール瞬代

　（1605　一　27）に編まれたものではないか，との疑念が提示されており［Mabjab　l967：693－94］，

　確かにEI2（P。　Hardy，　AMIR　K｝駕SRAW）にもアミール・ホスmウのシャフル・アーシューブ

　作晶への書及はない。ゴルチーネ・マアーニーは，この作品を，ま918年1頃ハイデラーバードで出

　版された石版本のアミール・ホスmウ著作築と，写本のアミール・ホスロウ詩集に基づいて紹介

　している［Gulchin－i鍛a‘3nU968：21］。

14）IISは1524奪1月ヘラートで一量完成し，1529年4／5月インドで補訂されたが，ここで言及し

　ている箇所は補訂部将に愈まれておらず，遅くとも1523年9／1G月までには記されている

　£Miklukho－Maklay　1963；久保1997a：55－56］。
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この部分の解釈について，ゴルチーネ・マアーニーは詩型の問題を重視し，サイフィーが，

ガザル集の形態をしたシャフル。アーシューブ作品の「創始者である」という意味に解した

〔Gulchin－i　Ma‘ani　1968：4］。しかし，アリーシールが，サイフィーを，この文学ジャン

ル自体の創始者と誤解していた可能姓も十分にある。それは，サイフィーの作品が登場する

まで，久しくシャフル・アーシューブ作品が編まれず，また先行諸作品のうち，日陶画的にサ

イフィーの山畠に最も近いアミール・ホスロウの作品が俵圭：No．6］，知名度の低いもの，

もしくは存在が疑わしいものと考えられるからである［本稿注12］。

　サイフィーの作品の登場後は，それ以前の空白期が嘘であるかのように，主にサファ

ヴィ一朝下で続々とシャフル・アーシューブ作昂が誕生している。シャフル・アーシュー

ブ史上に見られる断絶は，ペルシア韻文学におけるこのジャンルの衰退を意味するが，サイ

フィーの作品の登場を契機に復興し，ジャンル名が定着するのみならず，数多くの作錨が生

み出されることになったのである。都市住民を題材としたシャフル・アーシューブ作品の復

興と流行については，本稿の主な関心となっている，都市文化の発達や都市社会の成熟が，

その要困であると考えられる。いまこの間題を別にしても，本稿で取り上げるサイフィーの

作品が，その存在慮体，ペルシア韻文学史上に重要な玉山をもっことは確かである。

II［サイフィーのシャフル・アーシューブ作品

　1　作者サイフィー・ブハーリーについて

　15世紀末ヘラーートのシャフル・アーシューブ§Bの作者サイフィー・ブハーリーはその名

の通りブハーラーの出身であるが，1487年までにヘラートに赴いて就学を開始し［TSh：

85］，詩才ゆえ当代随一の学芸保護者ミール・アリーシールの保護を受け，かっ鷺主スル

ターン・フサインの宮廷にも出入りした脚S：346；MN：86］。また神秘主義思想家・ペル

シア塩入として高名なアブドゥッラフマーン・ジャーミーと交流があったという［Gulchin－

iMa‘aβi1968：26］。その後マーワランナフルへと躍り，主にサマルカンドに滞在してスル

ターン・フサインとは別系統のティムール朝王子バイスンクル・ミールザーBaysunqur

Mirza（在位1495－96，1497）に2～3年仕えたが，1499年この王子が殺害されると，数郷

ブハーラーに戻り，圭503／04年に没した［翠S：346；KhA：230〕。

　保護者であったアリーシーールは，サイフィーについて以下のように述べている。

　　ウラマーとしての聡明さ（mavlana－hushyar－kgh）を備えながら，罪常に人間的で（basi

　　adaml－vash）恥じらいや礼儀を心得ている誌面である。しかし，酔ったときに（sarkhvush－luq－

　　da）本性を表わしたり，恥をかくこともあるようだ。最近改俊に成功した。忍耐をも身に付ける

　　ことを鰹んでいる。［MN：87］

　また岡じく同時代人の，ティムール朝の王子でムガル朝の創始者ムハンマド・バーブル・

ミールザー一　Zahir　al－din　Mubammad　Babur　Mirza（i483　一　1530）は，サイフィーについ
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て以下のように評している。

　　ムッラー　［＝ウラマー3としての学識を備えていた（mulla－hgh－1　bar　edi）。読んだ本の一覧を

　　人々に示して，いかにムッラーとしての学識があるかを誇示していた。……［中略3……ワイン

　　をいぎたなく飲み，ワインの酒癖は良くなかったようである。腕力が強かったらしい。£BN：280　一

　　81；BN／J：284］

　酒癖の悪さで蟹遷を買いながらも，ウラマーとしての学識を備え，肖らもそれを自負して

いたようである。韻文学の素養も確かなものであったらしく，韻律学（‘aritd）とムアン

マー（韻文の謎謎）各々に関しリサーラ（論説）を著している［BN：281；BN／J：284；MN：

87］。当時流行したムアンマーは，特に当代随一の学芸保護者アリーシールに愛好されてい

たから　［久保199e：47－48］，若き日のBVの著者マフムード・ワースィフィーZayR　al一

磁nMahmOd　Va§ifl（c．1485－16世紀半ば）は，圭50G年頃ヘラートのバーザールにおいて

サイフィーのムアンマーに関するリサーラを発見し，大書びしたという［BV：485・一・86］。

　サイフィーは，宮廷への出入りが許され，アリーシールやジャーミーと交際していたので

あるから，当時のサUン文化の影響を強く受けていたと思われる。アリーシールと，同じく

三面の実力者で学芸保護者ホージャ・マジュドゥッディーン・ムハンマドK：hvaja　Majd

al－din　Mubammad［久保1997　b：161・一・64］が，ヘラートにおいて合同で開催した交歓会

［久保1990：注44］にも出席している〔BV：526］。しかし，サイフィーは，自らの創作活

勤について，以下のように考えていた。

　　マスナヴィーが詩の伝統（sunnat）であるが／私はガザルを個人的義務（far¢一i　‘ayn）と考える

　　心楽しませるガザルの5バイトは／両種の『ハムサ』にも勝ると考える［BN：281；BN／J：284］15）

　詩人としては，伝統重視の正統派志向ではなく，くだけた感覚を備えていたと考えられる。

それゆえ自らの詩の題材に職人や商人を選んだのであろう。

　2　作品の概要と題材について

　サイフィーのシャフル・アーシューブ作品について，同時代入たちは「職人たち（arbab－

i＄aRa‘at）について，別にもう一つの詩集（drvaR）を作り上げ，その詩の中に格言や斬新

な雷葉をちりばめた」障S：346〕，あるいは「あらゆる職人（birfagar－lar）のために書い

た一巻の詩集もあった」［BN：281；　BN／J：284］と述べている。この「詩集」が編まれた時

期は確定されていないが，その存在に雷及しているのは，サイフィー死後に著わされた文献

のみである。1491／92年完成（1498／99年増補）の詩人伝では，サイフィーが「職人たち

のためにも非常に優美な詩を詠んだ」と言うだけで詩集には書及しておらず　［MN：86］，

1499年に完成された歴史書においても「彼［・＝サイフィー］には職人たち（ah1－i　birfa）

15）転写：matnavl　gar6e　sonnat－e　Se‘r　ast／man喜azal　fard－e‘eyn　midanam／panj　beyti　ke

　de1－padlr　bovad／behtar　az　bamsateyn　mid独a照；韻律はハフィーフェ。アスラム体（一U一

　一／U－V一／UU一）である［Thiesen　1982：§23G；Shamlsa　l996：47］。
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に関する不思議な詩が多い」と記すのみで，詩集についてはふれていない［K：hA：230］。

　この作品は，サイフィーがヘラートを離れて郷里のマーワランナフルに戻った後，おそら

く保護者バイスンクル・ミールザー存命中の1499年までに，詩集の形に編まれた可能牲が

高い。しかし，個々の詩が詠まれたのはサイフィーのヘラート滞在中のことと考えて聞違い

なく，スルターン・フサインを賞賛する詩が含まれている　［＄B：20］16）。また「マーヒー

チェのガザル」と題された詩［表2：No．78］の最終バイトは，次のようなものである藍7）。

　　私サイフィーは，サマルカンド出身の佳人（mah）がっくるマーヒーーチェを食べても

　　我が人生の望みに合うのは，ホラーサーンの若いボグラーである［§B：51］

ここに見られる「マーヒーチェ」も「ボグラー」も料理の種類である。この一節には，マー

ワランナフルへの郷愁を認めつつも，ホラーサーンに，離れ難い魅力を感じているサイ

フィーの心情が表わされている。

　この作品の題名恥くべき者たちの技芸』は，末尾に付されたルバーイーの中で明言され

ており［＄B：75］，作品中には「職人のガザル集（ghazalha－yi　kasibana）」と表現した箇

所がある［＄B：68］。個々のガザルを「リサーラ」と呼んでいる箇所があるが［＄B：35］，

これは，各ガザルを特定の職業・専門（あるいは題名にある「技芸（sana’i‘；＄an‘at）」）に

関するリサーラと兇なしていることを意味する18）。末尾のルバーイーを除くと，詩型はみな

ガザルであり，互いに独立した関係になっている。前章で述べた分類で書うと，第一のタイ

プのシャフル・アーシューブ作品であるといえる。作品全体で合計124のガザルが収められ

ており，各々に「～のガザル（ghazal－i～）」という表題が付されている◎この表題によっ

て表わされた，各ガザルの題材を列挙すると，次ページの表2のようになる（なお，番号は

校訂テキストに付された通し番号である）。

16）この詩は「シャー・フサインのガザル」と題されており［表2：No．　16］，以下のような内容で

　ある：町中のすべてが騒ぐかの佳人／世の美しき者たちを騒がせるのはシャー・フサイン／その

　かんばせの美しさで月や太陽が輝いている／月や太陽も羨む二つの美しい頬をもつ／おお佳人よ，

　汝の黒馬が踏み下ろす蹄鉄さえ／我が眼に宿る瞳にははっきりと映る……［以下省略〕……［久

　保2001；45］。題材とされている人物は存命中で，「汝の黒馬が踏み下ろす蹄鉄」という表現から

　騎乗の人物と考えられ，また普通シャフル・アーシューブでも他の文学作品と岡様に，時の為致

　者への賛辞を盛り込むから，「シャー・フサイン」は君主スルターン・フサインのことと考えて間

　違いなかろう。カルバラーの悲劇で殉教したシーア派第3代イマームのフサインを指し，その殉

　教劇を題材としている，と考えることも不可能ではないが，根拠に欠ける。なお，このガザルを

　はじめ，＄B所収ガザルのうち，20編の翻訳・転写および韻律を，久保2001に示してある。

17）転写：60Sayfi　gar　bvoram　mahi6e－ye　mah－e　samarqandi／be－kam－e‘eyS　ayad　ta恥bo窟ra－

　ye翠orasan－am；韻律はハザジェ・モサンマネ・サーレム体（U一一一／U一一一／∪一一一／U

　一一一）である£Thiesen　1982：§玉91；Shamlsa　1996：153］◎

18）当該箇所は「おお佳人たちよ，サイフィーの書はみな汝らについて述べている／このような

　［佳人の］ことに関するリサーラを集めた小著（nama6a）である」というバイトである　［久保

　2001：43］。リサーラは，ふつうは特定の主題・学問分野の論説文であるが，そのほか鷹に手工業

　の特定の業種の規約や儀礼を記したものもある　［Mukminova　1976：25－29；小松199玉：292・一

　93］。サイフィーは後者を念頭において，各ガザルをリサーラと表現しているのである。
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表2　S君所収ガザルの題材一覧

1．土壁職人（gilkar） 43．カッレ料理人（kallapaz） 85．手綱曳き　（chi抱vd農r）

2．歯痛（dard－i　da舶簡一i‘ashiq） 44．バラ水職人（gu粟abi） 86．賭博師（qumarbaz）

3．大工（duradgar） 45．隊商宿職員（karv加sarayi） 87．二二職人（shamma‘）

4．人夫（z猷gar） 46．アミールGmaratmざab） 88．タイル職人（kashitarash）

47．　身寸手　（tirandaz） 89．帆布商人（karbasfu搬sh）

6．サールー商人（sal自furash） 48．風呂屋（hammaml） 90．炭商人（a訟gishtfurash）

7、ナルド師（narrad） 49．装丁職人（mulaUid） 91．　1浪医者　　（kahhal）

8．チェス師（sha麺anjbaz） 5G．弓職人（kamangar） 92．　算し、三二三　（naqshg丘）

9．衣料職人Gamab証） 51．物乞い（kungur） 93．矢職人（tirgar）

王e，フーテ商人（f就afurOsh）　　　　　　　　　　　　　o

52．神に魅せられた者（muvallih） 94．宝石細工師（zargar）

11．スーブイーの佳人（nig潔一i三旬 53．ナ鳴鷹　（kab｛1tarbきz） 95．　．両替商　　（§arraf）

王2．ハルワー職人頓alvagar） 54．三兄弟（sa　baradar） 96．釘職人（mIkhchagar）

i3．フッカー麗（fuqqa‘i） 55，里子職人（擁qiyadOz） 97．絹商人（abrishamfu唾sh）

14．鍛冶屋（ahangar）
56．物語り師（qissakhvan）　　　　　　　　　　　　．　　　．

98．サフラン商人（za‘£aranfu煎sh）

15。‘Abdullah 57．シャツ商人（pirahanfu蹄sh） 99。ラッパ吹き　（nafirchl）

16．S｝1ah輩usay鷺 58．黒土職人（tirakhal（i） 100．シロップ屋（sharbatd盈）

17．サドルの蒋者（pisar－i§adr） 59．鷹匠（qashch1） 101＿　　農民　　　（dihqan）

18．Shaykh§a鉛の息子 60．水売り（abdar） 102．理‘髪二二　（m｛iytab）

19．Baba　Dast 61．プーラーニー料理人（p61anipaz） 103、ダルヴィーシュ

20．華墨長（m王rakhur） 62．ハリーセ料理人（harisapaz） 104．門番（darvazaban）

21．長鞘商人（m自zafur嚢sh） 63．力士（kushtigir） 105．簿二篠｝　（darban）

22．イマームザーデ 64．ぞ蔓警　（‘asas） 106．矢筒職人（tarkashdaz）

23．染料商人（rang翌nfur5sh） 65．薄髭を生やす者（navrishana） 107．　準準＝ヒ　　（q章rchi）

24．天幕職人（khaymad肱） 66．難聴（giranl－yi　gash） 1G8．針職人（舘zangar）

25，やすり職人（sahangar） 67．ござ算入（馳riyay1） 1G9．扇動者（shari）

26．　三三料穣li　（‘allaf） 68．塩商人（namakfurOsh） 110．チャング奏者（c益angの

27。運搬人（hammal） 69．靴職人（kafshdOz） 111．煉瓦職人（khis賊mal）

28．パン焼乱入（tanargar） 70．財務役入の若奢（pisar－i　diwan） 112．演奏家　（sazanda）

29．鼓手　（登aqqarach1） 7王．Hasan‘A韮　　　5

113．奴隷　（章a玉qa　ba－9｛1sh）

30．絹布職人（valabaf） 72．コーラン読唱者（muqrI） 114．犬馬い（sagban）

31．表地職人（barad肱） 73．馨浸地建護　（bazzaz） 115．狂人の若者（plsar－i　d董vana）

32．財庫管理入（khizanach1） 74．慈善建造物の下僕（farrash） 116．殺入の瀧言（tuhmat－i　qatD

33．バーザール商人（b護zargan） 75，　縫棒士　　（chunbach1） H7．シャイフの子孫（shaykhzada）

34聖者（abda1） 76．鋳物職人（rlkhtagar） 118．ポロ競技者（chavganbaz）

35．ヒヤーバーンの人（khiyaba鷺D 77，計搬人（tarazadar） 1圭9．　断食　　（rUza　dashtan）

36．菓子職人（qannad） 78．マーヒーチェ［料理人］ 120．仕立て屋（darz1）

37。凶人（zindani） 79．　肉麗　　（qa＄＄ab） 121，委任管理春（amm）

38．染勉掛入（rangnz） 80。屠殺人（sallakh） 122．朗【1鶴家　（kh護nanda）

39．　露旨書家　　G《hatもa宅）　　　　　　　　　　　幽　　讐　　　　　　　e

81．酌入（sGchi） 123、バラバーン奏者　（balabani）

40。魚料理人（mahipaz） 82．ラクダ曳き（sarban） 124．酢職人（sirkay1）

41．パン職入（nanv旬 83。歩兵（p1yadarav）

42．カバーブ料理人（kab巨bi） 8娃．使嚢　（payk）
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　表2から判断すると，この作品に収められたガザルの題材には，職人や商人を中心に，芸

術家，軍人，官僚など実に多様な職種が含まれ，さらに宗教者，遊興者，特定の人物，はて

は宗教上の行事や施設にまで及んでいる。同時代史料が言うところの「職人（ahl－i摯irfa；

birfagar；ahl－i　＄an‘at；arbab－i§a簸‘at）」とは，手工業者のみを淫すのではなく，商人，窟

吏，芸徳家などを含み，特定の職業や専門分野を持つ者を指していることが判る。この作品

の題名にあるように，何らかの「技芸（§an　‘at）」に習熟した者であると雷える。サイ

フィーは「技芸」を実に幅広く解釈しており，苦行としての断食こ表2：No．119］，さらに

は難聴［表2：No。66］や発狂［表2：No．115］をも題材としている。また，庶民の願かけ

の対象　イマームザーデ（シーア派イマームの子孫の墓）を題材としたガザル［表2：No．

22］において，以下のように述べている［＄B二23；久保2001：46］。

　　ひれ伏すばかりの業を為すイマームザーデは

　　32の集繍にいない妖精の顔をしている

　　一一一一一一一一一ttt－4一一一一一一一＋＋＋一一一一一一　［mp　agj　一一一一t一一t一一一i一一一一一一i一一一t一一一一iii

　　サイフィーは詩作の技術（fan－i　shi‘r）をかくも優美なものとした

　　この技芸［＝＝詩ft］において良き者たちの技芸（§an‘at－i　khaban）以外はないように

「ひれ伏すばかりの業」とは，願かけの内容が現実のものとなる奇跡を指している。つまり，

サイフィーはイマームザーデがおこす奇跡をも「良き者たちの技芸」の一つに数えているの

である。

　いま題材の姓質に従って合計124のガザルを分類すると，①職人や商人を題材とするも

の65編（No．1，3絡，9一　10，12－14，21，23－28，30－31，33，　36，38，40－44，48－50，55，57－58，

60　一　62，67－69，73，76－80，82，85，87－91，93　一　98，100，102，106，108，111，120，124），②政

府・宮廷の宮職保有者および機関・組織の職員を題材とするもの22編（No．17，20，29，32，

4547，53，59，64，70，　74　一　75，　8i，　83　一　84，　99，104・一・105，107，　li4，117），③遊興者・芸術家を

題材とするもの圭2編（No．7－8，39，56，63，86，　92，　llO，　H2，118，122－123），④特定の人物を

題材とするもの6編（No．15－16，18－19，54，71），⑤宗教者を題材とするもの5編（No．

11，34，52，72，103），⑥その他の住筏や人物以外を題材とするもの14編（No．2，22，35，37，

51，65－66，101，le9，113，115－116，119，120となる19）。職人・商人を題材とするものが過

半数ではあるが，そのほかにも都市文化の繁栄と密接な関係をもつ題材が数多く見られる。

　3　職入や商人についてのガザル

　各々のガザルは，例外なく，題材となっている職人・商入等を「マアシュークma‘shUq

（強い恋愛感情を抱かれる佳人）」に見立て，「アーシク‘ashiq（佳人に対して強い恋愛感情

19）水稿の表2とは異なる，この鐙類に従った＄B所収ガザルの題材のリストを，久保2001：39に

　示してある。
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を抱く者）」が，振り向いてくれないマアシュークへの恋慕の情を歌うという，ペルシア古

典文学に伝統的なスタイルを取っている。シャフル・アーシ＝一ブの場合は，前章で述べた

ように，語彙面に特徴があり，この作品の場合も，マアシュークの職業や専門分野に関連す

る語旬が盛り込まれている。マアシュークに思いを寄せるアーシクは不特定多数であるが，

ガザルでは，必ず最終バイトに件者の筆名が詠み込まれる規則になっており，形の上で作者

サイフィーがアーシクを代表している。

　例えば，職人や商品を題材としたガザルのうち，「宝石細工師」20）［表2：No．94］につい

ては，以下のように歌っている［§B：59；久保2001：40－41］。

　　宝石細工師の佳人（but）は私を魅惑するデザインを考案し

　　tえず媚態で私に偽りの戦い（jang－i　zargari）を仕掛けている

　　彼のルビーの指輪は魔物と妖精を屈服させた

　　もしその指輪が私のもとにあれば，私はソロモンのように振る舞う

　　もし～片の石からなるその無比の真珠が私の心を楽しませるとしても

　　ルビーや宝眉を賜わるより，私には宝石細工師（jawhari）の方が褻い

　　妖精の顔を見た者は気が変になる

　　かの妖精は私を発狂させておいて私に顔を見せない

　　サイフィーはいかに彼と本意（vas1）を遂げられるのか，そういう運命を願うばかり

　　彼のカットナイフ（tigh）に，私に対するその場限りのお情けがあらんことを

ここでは宝石細工師をマアシュークに見立てて「佳人」と呼び，「デザイン」「ルビー」「指

輪」f真珠」など職業に関連する語を盛り込み，性行為をもほのめかしながら，満たされぬ

愚いを詩に詠んでいる。4行閉の「もしその指輪が私のもとにあれば，私はソmモンのよう

に振る舞う　（sulaymani　kunam）」とあるのは，古代ユダヤの王ソnモンが神通力の備

わった旛輪を持っていたという逸話を踏まえている。

　職入や商人について，いま一つの例を挙げれば，「魚料理人」［表2：No．40］を題材とす

るガザルは，以下のようなものである〔＄B：32；久保2001：40］。

　　その抱丁（tlgh）で私の魂を切り裂く魚料理入の佳入は

　　私の胸を捌いて鍋（taba）の上で私を焼く

　　私の骨は塩水で白くなるだろう

　　塩水に溺れた私の身体をいつまで焼くのか

　　私には身体全体に熱が残っているだけで十分だ

　　まるで魚のように私を鱗（diram）の中に献詠く隠す

2G）原語zargarは字義通りには「金細工齢」であるが，この作晶の内容からF宝石細工師」と訳す

　のが適当と考えた。一方，先に第1章でDMから引用したルバーイーの題材「金細工鰍の場合

　も原語はzargarであるが［本稿60頁〕，こちらは内容から判断して，金・銀製晶の細工にのみ

　携わっていた可能性が高い。
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　　契り（vasDの澄んだ水がなければ，私は魚のように喉の渇きで髭ぬ

　　あの佳人はいつまで私の心からの願いを遠ざけるのか

　　かくて私サイフィーは臼夜契り（vi§al）の機会を求め

　　その機会を求めることで身の破滅を招くのを恐れている

やはりこのガザルも，マアシュークである魚料理人に恋焦がれる気持ちを歌っており，盤行

為をほのめかしている。語彙面に注意すると，轟時の魚の調理法が，魚の切り身を鍋の上で

焼き塩水で味をつけるというものであったことが判る。＄Bに見られる個々の職業に関する

情報は，今後歴史研究の立場から，改めて注目されることになるであろう。

　上に二つのガザルを紹介したが，いずれも決して真剣な恋の歌ではなく，軽妙で酒落た味

わいが感じられる。このような韻文作品は，編広い層の娯楽・気晴しを露的としており，大

衆文学の趣きがある。その他のガザルにも軽妙で酒落た味わいが感じられるが，そもそも題

材の選び方がくだけており，「ナルド師」［表2：No．7］，「チェス師」［表2：No．8］，さらに

は「賭博師」［表2：No。86］といった遊興の徒や，宴席の彩りとなる「朗唱家」［表2；No．

112］，「演奏家」［表2：No．122］なども題材に加えられている。このように題材が広く都

市社会に求められているから，この詩集全体としては，ヘラートの都市文化の繁栄を，親し

み易い形で謳歌した作品という印象を与えている。

　4　トルコ系アミールや高級官僚についてのガザル

　このようなシャフル・アーシューブ作品の場合，都市生活を支える職人や商人を主な題材

とし，彼らに対する恋心を歌うというスタイルに，都市の一般住民層の社会的地位の向上，

および都市社会の成熟が反映されている，と書うことができる。しかし，表2から判る通り，

社会的地位の高い人物や高級楽調を題材としたガザルも存在する。君主や王族についてのガ

ザルは賛辞が連ねられているが2D，その他の有力者や高級官僚については，趣きが異なって

いる。例えば軍人として最も地位の高い「アミール（軍隊長）」こ久保1997　b：151－52］の

ガザル［Ue　2：No．46］は以下のようなものである［＄B：35；久保2001：43］。

　　もし［彼の3慈悲なき心が私を殺そうとしないのなら

　　彼は何のためにいつも腰帯に剣を吊しているのか

　　彼の恩恵は普きものであり，彼の性質は良く，彼の美は完壁である

　　立派なものだ，何と良い姿と品性を備えているのか

21）注16で紹介した「シャー・フサインのガザル」が君主を題材としているほか，「三兄弟のガザ

　ル」［衷2：No．54］も董族を題材としたものと考えられ，以下のような内容である：世界中でそ

　の素晴しさが知れわたっている王兄弟／みな美しさと清らかさで互いに優るとも劣らない／背筋

　が紳びて晃栄えのする名騎士たちが進んでいる／妖精の顔をもち金の帯をしめた王冠の持主たち

　には／みな甘き雷管，快活な唇，魅力的な笑みが備わっている　……［以下省略3…・一一［＄B：39；

　久保2001：45－46］。
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　　彼の媚態は義務（fard），冷酷さは義務に準ずるもの（vajib）で，殺生は許される（mubab）

　　この種の問題を扱うのが美の学問である

　　翻つきは大証で腱は矢のよう，二毛は得のようで心は酔い心地

　　みなε彼に］恋する者たち（‘ushshaq）を殺害する根拠（dalayil）である

　　…………・・……・…［最終バイトは本稿濫18参照］・・……………『……

この場合もやはり題材のアミールがマアシ＝一クとされており，職業に関連する語句として

「剣」，ド矢」，「弓」のほか，「殺す」や「殺害」という物騒な表現も用いられている。もちろ

んこれは，恋愛感情の激しさを強調するための表現である。これ以上に注厨すべきことは，

5行川でイスラーム法学上の術語が用いられているということである。f媚態は義務」とあ

るのは洒落た表現とも言えるが，「冷酷さは義務に準ずるもの」，「殺生は許される」という

のは，「根拠」（8行目）があれば殺人を正当化できるトルコ系アミールへのあてこすりと解

釈すべきであろう。嶺時の社会は，部族的・氏族的紐帯によって統合される主にトルコ系の

軍事集団と，主にイラン系（タジク系）のムスリム定住民に，それぞれヤサとシャリーアが

適用されるという，二元的法体系になっていたと考えて良い［久保1997b：159（図2）］22）。

アミールへの恋心を歌うスタイルを取りながら，実は，シャリーアを疎かにするトルコ系軍

人を軽妙に椰嘉しているのである。イスラーム諸学を学びっっヘラートのサロン文化の洗礼

を受けたサイフィーの感覚は，おそらく，ほかの多くのイラン系文人やムスリム知識人と大

きくは隔たっていなかったであろう◎

　ところが，主にイラン系ムスリム知識人が任じられる高級窟僚についても，批判的なニュ

アンスを含むガザルを詠んでいる。例えば，サドルは，サイイドやウラマーの富廷への出入

りを取り仕切り，彼らに対する官職妊免に圏与する一一方，轟時の社会にとって必要なワクフ

運営状況を管理するという，政府・宮廷の要職であった［久保圭997b：155　一　57］。このサド

ルについては，「サドルの若者のガザル」£表2；No．17］が収められており，次のような一

節がある〔＄B；21；久保2001：42・一・43コ。

　　サドルの蒋者は美しく我が魂は彼［への思慕］の悲しみのワクフ［財産］である

　　貧しき私に恩情をかけてくれるなら，彼は寛容な入である

　　『『一・・一・・一・・…　一『・…　一一・・・・・…　　［中　　田各］　・・・…　『『『・・・・…　一・・『9・・…　一ゆ一・…

　　私には罪がないのに，彼は私の命を奪うよう証書（parvana）を書いた

　　これは正に彼の圧鰯（zulm）の跡であり，不正（sitam）の印である

22）ヤサは「チンギス・カンのヤサ」と呼ばれ，チンギス。カン時代の遊牧モンゴルの慣習法である

　が，その後も変更を加えられながら，　トルコ・モンゴル系軍事的圃の中で璽視されていた。この

　ヤサに基づく蔵法を握当したのがヤルグチ（yarghachi）であり，ティムール朝下でも確認でき

　るが，ジャライル朝下では，ヤルグチの長でヤサ祠法長宮と呼び得る，ヤルグ・アミールという

　官職が存在した［DK：29　一　35］。一方，シャリーアに基づく司法を担当したのは，カーディーお

　よびシャイフルdスラームである［久保1997b：157］。
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「ワクフ」，「恩情をかける（lutf　kardan）」，「証書」以外に，「圧鰯」と「不正」も，サドル

の職務に関連する語句として詠み込まれている。マアシa　一一クのつれなさを喩えた表現であ

るとはいえ，サドル職に不正や圧綱がつきものであったことを示している。

　サドルと吟じく，主にイラン系の専門的知’識を奮する者が任じられた財務官僚についても，

岡三なことが憩える。「財務官僚の若者のガザル」［表21No．70］には以下のような一節が

ある［§B：47；久保2001：43］。

　　私は妖精の顔をした者たちへの思いで気が変になり

　　財務宮僚の襲爵の手で脚に棚1をかけられている（band　bar　pay）

　　我が心が彼のせいで何度も慮げられてきた（qulm　basi　dida）というのに，どうして

　　彼の顔を見ようか，私は膚らの心の恨みを晴らしたい

　　私脅身が困惑する様子を見ながら，彼は圧制（javr）を行ない続ける

　　哀れな私はかの佳人（mah）のことで涙をこぼし，園惑している

「脚に枷をかけられている」，「何度も虚げられてきた」，「横綱を行ない続ける」といった表

現が，財務官僚に関連する語句として用いられている。これは，もちろん恋心の強さと報わ

れぬ恋を印象付けるためではあるが，サドルの場合と同じく，文学上の技法を屠いて，高級

窟僚の横暴を風朝している，と考えることができる。

　このように，サイフィーはトルコ系アミールや高級官僚に対しては，彼らをマアシューク

と見なした詩を詠みながら，その中に，巧みに批栄耀なニュアンスを込めている。この点は，

先に兇た職人や商人を題材とする，洒落た趣きのガザルとは異なっている。サイフィーは，

社会的地位の低い者よりも，むしろ社会的地位が高く権威ある者を，一貫した軽妙さでごま

かしっっも，椰楡・風刺しているのである。ここにサイフィーの社会観が反映されており，

先に確認したように，彼が比較的くだけた感覚の持ち主であったとしても，おそらく当時の

多くのペルシア文人やムスリム知識人の社会観と大きくは隔たっていないであろう。

　5　宗教および宗教上の指導者についてのガザル

　前節で紹介した類のガザル以外でも，軽妙さの中に批覇的な＝ユアンスが込められている

場合がある。その一例が，意外なことに，イスラームの有名な宗教儀礼でムスリムにとって

の最も重要な義務の一つ，「断食」［表2：No．119］を題材としたガザルである。以下はそ

の一節である［＄B：72；久保2001：48］。

　　我が佳人（mah）よ，なぜ断食の柚】に囚われているのか

　　私の心と信仰（din）を奪っておきながら，なぜ断食を行なうのか

　　我が佳人よ，汝はなぜ苦行（riyaのに耐えられるのか，より良いのは

　　断食をやめ，礼挿を打ち捨てることである

　　汝の断食破りは推奨されること（mustababb）ではなく，義務である（farlda）

　　我が魂である汝が断食の苦しみで衰弱しているのだから
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このガザルでは断食という「苦行」を技芸と見なし，それを行なっている人物をマアシュー

クに見立て，断食を止めるようにと勧めている。マアシ・一クを思う気持ちを強調するため

とはいえ，イスラーム法学上の術語を用いて，断食破りを「推奨されること」ではなく「義

務である」と述べるくだり（5行副は，不謹慎としか雷いようがない。サイフィーは，断

食という根本的な宗教上の義務を否定するほど，儒仰心を失なっていたのであろうか。

　＄Bには宗教者を題材とした5編のガザルが念まれているが，サイフィー膚身がイスラー

ム諸学を学んでいたにも関わらず，伝統的なイスラーム諸学を修めたムスリム知識人，つま

りウラマーに属するのは　「コーラン読嘱考」［表2：No．72］のみである。ほかは　「スー

フィー」［表2：No．1圭］，罫聖者」［表2：No．34］，ギ神に魅せられた者」［表2；No．52］，

「ダルヴィーシュ」陵2：No．103iと，いずれも神秘主義思想・スーフィズム上の指導下

を題材としており，また聖者廟付属施設の管理者である「シャイフの子孫」［表2：No．117］

もこれに含めることができる23）。おそらくサイフィーは，伝統的なイスラーム諸学の教授や

形式的な宗教儀礼の指導を担うウラマーよりも，濤貧を尊び神を感悟すべく修行の道を歩む

者たちに好感を抱いていた。この点を最も明瞭に表わしているのが，以下の「ダルヴィー

シュのガザル（ghazal－i　darvishana）」である［＄B：64；久保2001：46－47］。

　　そのフェルトでできた魂の服を着れば長衣（qaba）となる

　　この百片にもちぎれた心は彼への愛（‘ishq）で消滅する（fana　shudan）

　　我が聖王（shah）は親族縁者との交わりを断った，これが正しきダルヴィーシュである

　　私がこれから馴染もうとしている様々な喜びは

　　修行道の師の言行（sunnat－i　p1r一調ariqat）｝こ従って行動すれば，味わえるものである

　　わが先達（khvaja）は驚くして世捨て人（parsa）となったのであろう

　　恋する者たち（‘ushshaq）を殺すのにいくさは要らない

　　汝の毯的は清らかさ（＄afa）によって達成されるのだから

　　つまり，かの善き転たち（khaban）の聖王はダルヴィーシュたることで£神への］愛を強き

　　貧しきサイフィーは彼への愛ゆえに乞食（gada）となるのである

　「長衣」，「愛」，「消滅（忘我の状態）」，「聖王」，「修行道の師の欝行」，「先達」，「世捨て人」，

「清らかさ」などダルヴィーシュに関連する語句が数多く盛り込まれている。神への「愛」

ゆえに俗世間と絶縁し，清貧を尊んで修行道を歩むダルヴィーシュへの愛情を，非常に素直

に表明しており，簸後はダルヴィーシュへの「愛」ゆえに自らも清貧の道を歩むことを誓っ

ている。他のガザルと岡様，軽妙さを感じるが，自証・風剃を思わせる箇蕨はなく，それ以

23）聖者騰（mazar）には，ワクフ収益によって運営される修道場（khanaqah）などの慈善施設が

　付属しており，多くの場合，その施設のシャイフ職・ワクフ財麓管財人（mutavalli）職は被埋

　葬者の子孫に与えられた。＄Bに見られる「シャイフの子孫」は，ガザルの内容から判断すると，

　聖断廟に付属する修道場のシャイフをつとめており，スーフィズム上の修行を指導している［＄B：

　71；久保2001：42　一　43］。
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上にダルヴィーシュに対する敬愛の念が印象に残る作品となっている。断食を不謹慎に否定

したからといって，サイフィーの信仰心を疑うのは早計であり，彼は形式的な宗教儀礼より，

ダルヴィーシュに見られるような，心からの誠実な信仰を尊んでいたと考えるべきである。

　サイフィーのダルヴィーシュ観については，本章で先に一部紹介した「イマームザーデの

ガザル」［表2：No．　22］にも注閉せねばならない。イマームザーデは，現代のイランにも

見られ，願かけの対象であり，イマームの子孫の神通力による奇跡を願うシーア派民間信仰

と結び付いている24）。このガザルには以下のような一節がある［§B：23；久保2001：46］。

　　心霊はどのように礼拝の疇刻まで辛抱しようか

　　私には半時も彼と離れていることはできない

　　彼と対召して私は［礼拝によって一日に］五度満足する

　　ダルヴィーシュの私は［そういう対面で］満足するばかりである

　　£ふつうは3彼の所へ必要な事なしに（bi－niyazmandi）行くことはできない

　　なぜならカアバ神殿には富に恵まれない者が行くものだから

このようにサイフィーは，願い事がなければイマームザーデに詣でることがない．という，庶

民の現世利益を求める態度を風刺する一方で，密らは礼拝するだけで満足するダルヴィー

シュの立場を取っている。つまり，形式的な宗教儀礼と岡じく，現世利益を求める庶民の態

度に対しても，批判的な兇方をしており，対照的にダルヴィーシュに見られる清貧さと神へ

の誠実な愛に，本当の信仰を見出しているのである。

　ダルヴィーシュ以外の宗教者を題材とするガザルにおいても，清貧さや神への愛の尊さが

歌われており，サイフィーにとっての望ましい宗教上の指導者とは，先述ダルヴィーシュの

ガザルに見られた「修行道の師」や「先達」，「スーフィーの佳人のガザル」［表2：No．111

に見られる　「感悟した指導者（murshid－i‘arif）」［＄B：18］，あるいは「聖者のガザル」

［表2：No．34］に見られる「求道者たちの指導者（murshid－i　ahl－i　£arlqat）」［＄B：29］

などである。これらのうち「先達」の原語は「ホージャ」であり，当時最も奮力であったタ

リーカ，ナクシュバンディーヤのシャイフの称号と岡じである。

　これは決して偶然の一致ではない。清貧を基礎とし隠棲を強要せずに労働を尊ぶナクシュ

バンディーヤは，15世紀半ばホージャ・アフラールKhvaja‘Ubaydu｝lah　Ahrar（1404－

90）の台頭にともなって盛んとなり，マーワランナフルの宗教情勢を一新し，またティムー

ル朝領土全域の政治・社会状況に大きな影響を及ぼした　［久保1999：144－45］。ナクシュ

バンディーヤは，ヘラートにおいても流行し，君主スルターン。フサイン，その第一の側近

でサイフィーの保護者アリーシールなどが，このタリーカの支持者となり，サイフィーと交

流のあった当代随一のペルシア詩人ジャーミーは，ナクシ＝バンディーヤのシャイフとして

24）当該時代のヘラートにおいて，存在が確認できるイマームザーデ廟には，旧城塞内のイマーム

　ザーデ・アブドゥッラー（Mazar－l　Imamzada‘Abdullah）があり，そのシャイフ・ワクフ財産

　管財人の任命書の写しが残っている［MI：　144］。
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も高名であった［ウルンバーエフ1997］。それゆえ，サイフィーの作品に見られる神秘主義

思想・スーフィズムへの傾斜の背景には，ナクシュバンディーや思想の影響を見出すべきで

あろう。そうすると，このタリーカは，周知のごとく社会の幅広い層で信者を獲得していた

のであるから，サイフィーの宗教観は，決して特殊なものではなく，むしろ当時の主流をな

すものであったと考えることができよう。

　本章の考察結語をまとめると，以下のようになる。ヘラートのサロン文化の洗礼を受けた

サイフィーによるシャフル・アーシューブ作品＄Bは，職人や商人を主な題材とし，彼らに

対する恋慕の情を歌ったガザル集である。軽妙で酒落た味わいのある124編のガザルが収め

られ，作品全体としても軽妙さを特徴としており，娯楽・気晴しを目的とした大衆文学を思

わせる。このような作品が生み出された要因は，都市文化の発達による職人・商人鷹の社会

的地位の向上，および都市社会の成熟であると考えられる。職人や商人ではなく，社会的地

位の高い人々を題材としたガザルもあるが，これらには批判的ニュアンスや擁楡・風剃が感

じられ，サイフィーの社会観を反映している。また宗教や宗教上の指導者を題材としたガザ

ルについては，形式的な宗教儀礼や現世利益を求める庶民の態度への，批判や威民が込めら

れており，誠実な信仰としての神秘主義思想・スーフィズムに傾斜した宗教観が反映されて

いる。

　いまティムール朝ルネサンスなる表現との関わりにおいてサイフィーの作品をとらえ直す

と，社会的地位の高いトルコ系アミールや高級官僚への批判であれ，伝統的宗教儀礼や罠間

儒卿の軽視であれ，痴人の慮直な精神に基づく翻作活動をほのめかしていると書うことがで

きる。もちろん，サイフィーの社会観や宗教観は決して特殊なものではなく，彼が比較的く

だけた感覚の持ち主であったとしても，当時のイラン系文人やムスリム知識人の多くと共通

するものであったと考えられる。また宗教観については，ナクシュバンディーや流行の影響

があり，社会のかなり幡広い層と共通していたであろう。しかし，問題はサイフィーの宗教

心や社会観の独自性ではなく，社会的地位に伴う権威や伝統的な信仰形態に批判の冒を向け

た，自由な精神を感じさせる作品の登場，およびそれを容認した当時の社会状況にある。後

に述べるように，この作晶が，一般佐民である職入や商人の問でも親しまれたと考えられる

ことからも，当時のヘラートの社会が成熟度を増し，かなり自由な社会観や宗教観が，編広

い層で確認し得る状況になっていたのではなかろうか。

m　ペルシア韻文学の隆盛と都市社会の成熟

　1　ヘラートにおける職人・商入層の台頭

上に述べたように，ティムール朝ルネサンスは建築文化や美術・工芸の分野に代表されて

はいるが，ペルシア文学においても特筆すべき韻文作品が生み出されている。その背景には，
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ルネサンスという現象の土壌となる，都市社会の成熟があり，社会における個の成長が，個

人の自由な精神に基づく創作活動を可能にしたと考えられる。ティムール朝ルネサンス期に

おけるヘラートの社会の成熟，および個の成長を裏付けるのが，広い意味で都市文化・都市

生活を支えた職人。商人層の台頭である。

　当該蒔代のヘラートにおける職人・商人層の台頭は，すでにシャフル・アーシューブ作品

の復興によって裏付けられているが，15世紀末から16世紀初頭にかけてヘラートで活躍し

た文人・歴史家で，ティムール朝末期にサドルに任じられたこともあるホーンダミール（c．

1475－c。1535）のインシャー作品集NN25）が，さらに重要な点を明らかにしてくれる。ホー

ンダミールはこの書の中に「中間層の晶々（avasi㌻al－nas）にふさわしい書簡の例」（第3

章）および「職人（mubtarifat）への書簡の例」（第4章）と題する二つの章を設け，それ

ぞれ17通と28通の書簡例を収めている　［NN：68　a－95　a］。これらの書簡の受信人は特定

の職業を有する者で，文面は，冒頭のルバーイーにはじまり26），その職業に関連する語句が

盛り込まれている。以下の職種について各々一一つの節が設けられている（数字は節番号）。

　第3章「中間層の点々にふさわしい書簡の例」

　　1）　農民　（arbab－i　v韮ayat；dahaqin）　　　　　　　2）　蓋式金自難f（§aヒ1ib一‘iyar）

　　3）颪家（naqqash；mu§avvir）　　　　　　4）交易商（tujjar）

　　5）建築家（mi‘mar）　　　　　　　　　　　　6）製本職人・装丁職人（§ahhaf；蹟uja豆1id）

　　7）兵士・射手（a6hab－i　qabda；tirandaz）　8）朗唱家・演奏家（khvananda；ahl－i　saz）

　第4章「職人への書簡の例」

1）両替商（6arraf）

4）パン職人（khabbaz）

7）　月艮地屋　（bazzaz）

9）染色職人（rangriz）

12）鍛冶屋（ahangar）

2）菓子職人（qannad）

5）料理人（ashpaz）

8）揚衣仕立て屋（khil‘atdarzl）

王0）馬異職人（sarraj）

13）　梁［垂貨麗　（baqqal）

3）香薬商人（‘a顕r）

6）　肉遷　（qa§§ab）

　第3章に見られる「中間層の人々」の職種は，職人と呼べるものが中心であり，

章に見られる職種のほとんどが，サイフィーのシャフル・アーシューブ作品の題材となった

職種と重複している。第4章の雷頭で編著者ホーンダミールは以下のように述べている◎

11）大工（durUdgar）

14）風呂屋（hammami）

　　　　　　　　また第4

25）このインシャー作品集の編纂が完了したのは1522／23～1528年サファヴィー朝下のヘラートで

　あるが，収録されているインシャー作品のほとんどが，ティムール朝末期のものや，その頃の形式

　を患実に受け継いだものである。公文書については，著者ホーンダミールが，ティムール朝滅亡

　後バルブに政権を樹立したティムール朝の王子ムハンマド・ザマーン・ミールザーMubammad

　ZamAn　Mlrzaに仕えていた9寺期（1514－17）に作成されたものが中心と考えられる。なお，ホー

　ンダミールの主な著作については，ユスーポワ1997を参照のこと。

26）ゴルチーネ・マアーニーは，このような，NN所収書簡の冒頭にあり，受信青の職業・山門に関

　刑する語句を盛り込んだルバーイーを，シャフル・アーシューブ作品のうちに数えた［Gulchln－

　iMa‘ani1968：31］。確かにこれらのルバーイーは，他のシャフル・アーシューブ作品と何ら異な

　らないので，本稿でもゴルチーネ・マアーニーの晃解に従った［表2：No．9］。
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　　畜の書記たち（munshiyan）やその後の文人たち（sukhanvaran）は，職人や商人（jama‘at－i

　　mubtarifat　va　saqiya）のV・かなる人々にあてても，燗別に書簡を作成することはなかった。こ

　　の集団の中に時折優れた才能の持ち主が兇出されるので，この書の14の節を彼らの幾人かにあて

　　て毒した。［NN：79　b］

つまり，当該時代になってはじめて，ホーンダミールのような文人・知識人が，個々の職人

や商人宛に書簡を作成するようになった，というのである。さらに，注意すべきことは，各

職業について，往信の例だけでなく返信の例をも含む2通の書簡例が収められていることで

ある27）。これは，当時職人や商人の方からも，文人・知識人宛に書簡が送られていたことを

裏付けている。

　もし職人や商人が，代筆ではなく，自ら文人・知識人宛に書簡をしたためていたのであれ

ば，ティムール朝ルネサンス期に見られる都市社会の成熟は，一般住民層の社会的地位のみ

ならず，その教養の水準をも著しく向上させていたことになる。上に引用した箇所でホーン

ダミールが「この集団〔＝職人・商人］の中に時折優れた才能の持ち主が兇出される」と述

べているように，アリーシールの保護を受けていた著名なペルシア詩人のビナーイーは，ヘ

ラートの「中聞層の出身」であり，「建築家」の憩子であった　［久保1990：40，49；久保

1997a：27－28］。また当時のヘラートの文人・知識人の状況を最も詳しく伝える回想録3V

には［Boldyrev　1947；Subtelny　l984］，職人や商人の職業名を伴った文入・知識人が頻繁

に登場する28）。ティムール朝ルネサンス期のヘラートでは，職人や商人が十分な教養を身に

つけることは，決して珍しくはなかった，と考えてよかろう。

　2　16世紀の詩人伝に登場する職人・商人

　都市社会の成熟によって，ヘラートの一般住民の教養水準が向上したことは，ティムール

朝ルネサンス期をやや下って著わされた詩人伝によって，さらに明瞭に裏付けることができ

る。当該時代以降，ヘラートのみならず，ペルシア語文化圏の様々な都市において，韻文学

の心得のある職人や商入が増えてきていた。

27）第3章と第4章では，各職種について往信と返信の2通の書簡例が収められているが，第3章第

　3節「画家たち（naqqashan　va　mu§avviran）にふさわしい文案の作成について」だけは3通

　で，往信例と返儒例のほかに，ホーンダミールが癒家ビフザードの代筆をして，画家カースィ

　ム・アリー・チェフレゴシャーUs乞ad　Qasim‘Aii　Chihra－gushaからの書簡に対してしたためた

　二二が収められている〔NN：70　b－72　b］。カースィム・アリーはアリーシールの図書館で爾家と

　して成長した人物である［KhA：242］。

28）ティムール朝末期のヘラートで活躍していたと考えられる文人・知識人では，ビナーイー以外に，

　両替商（§arraf），宝石研磨師（hakkak），刃物職人（sakkak），騰燭職人（sham‘riz），濾職人

　（ravghangar），馬異職人（sarraj），金刺繍師（zqrdGz），革布職人（na業‘daz），製：本職人（§abbaf），絹

　職人（abrlshamkar），潜水夫（ghavvaS），帆布商人（karbasfurOsh）などの職業名を伴った人物が

　登場する［BV；19，26，31，38；105；199，213；316；526；527；527；527；527，534；1115；12e8；1223］◎

　ただし，その人物が上詑の職業に従事していたとは限らず，父親の職業を示している可能性もある。
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　1521－23年ヘラートで完成された詩人伝LNの第9章には，15世紀末から16世紀初頭に

かけてホラーサーンとマーワランナフル，特にヘラートにおいて頭角を現わし，詩を詠んだ

187名の人物の略伝とその作品の一部が収められている29）。この章の金9節のうち第6節は

「その他の銀豆（sayir－i‘avamm）の優美さの叙述」と題されている［LN：148　一　69］。ここ

には，人数的には全9節中最大のl18名の入物が取り上げられており，うち30名前後がヘラー

トで活躍した人々である。この118人は，節の表題から判断する限り，みな「庶民」であり，

各人の解説文の中でヂー般人（mardi‘ammi）」と明記されている場合もある［LN：No．448，

530，542］　30）。ここで雷う「庶鼠」は，特別な家系には属さず，社会的地位も，前節で見られ

た「中間層」より低い人々であると考えられる31）。彼らの多くは職業詩人ではなく，その生

業は多様であり，職人や商人も少なくない。その職種には，サイフィーの作品の題材となっ

ているもの，つまり本稿表2に見られる職種，およびそれ以外の職人や商人の職種もあり，

合計14名が，奪業的・副業的あるいは一時的に，下記の合計19種の職業に従事していた32）。

　【表2と重複する職種】

　　1）染色職人（afshaRgar；siyahigar；rangkar）　2）フーテ商人　　　　　3）土壁職人

　　4）矢職人　　　　　　5）服地屋　　　　　　　6）交易商　　　　　　　7）衣料職人

　【表2と重複しない職種】

1）カーヌーン奏者（qanUnnavaz）

3）コルーチェ料理人（kulachapaz）

5）画家（naqqash；mu＄awwir）

7）絹職人（abrlshamkar）

9）金銀粉装飾師（basmakar）

11）　食暑欝絵自爺　（naqqash－i　kasa　va　Vabaq）

　取り上げられたl18入の「庶昆」のうち，職人・商人の職種以外では，

6名，王族や有力者の庇護を得た暫および憲職を得た者（サドルや蔵書管理宮）がio名，

Fコーラン暗記者（bafig）」，「コーラン読唱者（qarl；muqrl）」，「医師（tablb）」が各1名，

マドラサ等での「就学者（峰iぴi‘ilm）」もしくは就学経験者とされる者は19名に上り，

2）白楊皮職人（tGZPGsh）

4）宝石研磨師（baklcak）

6）染色・抽職入（rang－u－ravghan－kar）

8）ラピスラズリ洗浄師（lajvardsha）

10）砂占師（rammal）

12）ネイ奏者（naynavaz）

　　　　　　　　　　　ダルヴィーシュが

29）LNの金9章のうち第1章から第8章はMN（チャガタイ・トルコ語）のペルシア語訳であり，

　第9章はMN完成後に活躍した詩人を敢り上げている。

30）以下LNの該当箇所の表示は，頁ではなく，取り上げられた人物に付された慣し番号による。

31）当蒔の庶民については，不明な点も多いが，政府や国家から見た薪距民（ra‘aya；ra‘iyat）」と

　は明らかに範麟が異なる。BVに見られる用法では，「一般人（‘amml）」や「庶民（‘avamm　al－

　nas）」に対して，「イスラーム知識人（‘alim）」および「ウラマーや学識者たち（ahl－i　fadl－u－

　kamal；arbab－i　danish－u－ifda1）」が対義語的に用いられている　［BV：536；914］。家系や職業

　もさることながら，イスラームに関する本格的な学識の有無が重視されていたようである。

32）人名に職人・商人の職業上が伴われていても，祖先の職業に由来する筆名に過ぎない可能性があ

　る場合は除いた。また画家と楽師は職人に愈めたが，能書家は除いた。なお，該当する14名は，

　LN：No．437，441，443一護4，448－49，453－5広458，466，480，528，534，538である。
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能書家もしくは書を得意としていた者が8名いる（重複を含む）33）。本来は職人・商人層に

属しながら，就学していた者や書家として活動していた者も見受けられる　〔LN：No．435，

449］6つまり，職人・墨入層を含む当時の「鷹民」にとって，韻文学や書の心得があるのは

決して特鋼なことではなく，ムスリム鋼識入としての学識を備える場念さえあったのである。

その教養水準の高さを物語るかように，li8人中「読み書きができない（kha‡㌻va　savad

na－ditrad）」と明記されている入物は，唯一人しかいない£LN：No．532］。

　LNよりさらに藤代を下って，里550年莇後に完成された詩人伝TSには，15世紀末から

16世紀畢ばにかけて，ペルシア語文化圏，主にサファヴィー朝の版図において韻文作家と

して活躍した人々の，絡伝とその作品の一部が収められている。全7章のうち第5章は「筆

名で有名な詩人たちの叙述」［TS：143　一　333］，第7章は「新奇なことを書う者（頓rfa－ga）

たちとその他の庶民（sayir－i‘avamm）」〔TS：361－76］と題され，それぞれ370入と46

人，合計償6人が取り上げられている。第7章で取り上げられた者たちは，表題にある通り

「庶民」に属すると考えられるが，第5童に登場する詩人の中にも「一般人」と明記されて

いる人物が晃受けられる　［TS：No，290，363，400，570］34）。そして，第7章のみならず第5

章で敢り上げられた者たちについても，LNでも確認したように，職人や商入の職業に従事

している場合が少なくない。第5章と第7章で合計99名の者が，以下の63種の職業に，専

業的・醐業的もしくは一隠的に従事していた35）。

　俵2と重複する職種］

　　1）ハルワー商人　　2）農民（barzgar；dihqan）　　　　　3）懸家　　　　　4）香薬商人

　　5）宝；蕪細工師　　　6）土壁職人　　　7）絹商人　　　　8）弓職人（qasl；kamangar）

　　9）水運び人（saqqa）　　　　　　　　　10）装丁職入　　　王1）絹布職人　　　12）雨替商

33）それぞれ該当する人物は，ダルヴィーシュはLN；No．442，45G，464，472，50i，537，王族・有力

　者の膨護を得た者や鳶職を得た春はNo．452，465，475－76，479，483，494，529，539，548，頴一ラン

　暗記藷はNo．447，灘一ラン読嘔春はNo．474，医師はNo．467，マドラサ等での就学者もしくは

　就学経験孝雪毒まNo．436，438－39，449，451，46G，462，464，472，481，485，488，492，500，5G2，509，526，

　544　一　45，能書家もしくは書を得憲：としていた者はNo．435，460，492　一　93，523，536，546，548である。

34）TSの第5章は，第1節「偉大なる詩入たちと雄弁なるウラマーの叙述」［TS：143－249／NQ．

　265　一　353］と第2節9その他の詩入たち」［TS：250－333／NQ．354－634きに分かれており，第1

　節では，童に家柄の喪い者や学識を備えた者が取り上げられている。しかし，その第1節におい

　てさえ，もとコリーチェ料理入で「一般人であるので，自らの言葉をほとんど理解していない」

　という入物が慮り上げられている［TS：N◎．290］。なお，　TSの当該箇所についても，　LNの場合

　と瞬様，適宜人物に付された通し二三を衰冠する。

35）LNから抽出した場合と嵩じく顯家・楽師・朗噛家を禽め，また，入名に職人・商人の職業名が

　伴われていても，本人の職業と確定できないものは除いた。なお，該当する99名はTS：No．283，

　288　一9e，　298，　319，　330，　339，　36e一　64，　368，　374，　376，　378一　80，　382，　386一　87，　389一　90，　392一　93，　4eO，

　406，　413，　416　一　17，　420，　424，　427，　429，　432，　434　一　35，　446　一　47，　450，　454，　4・60，　481　一　82，　484，　487，　489　一

　90，　5eO，　51e，　522，　527，　532，　538－39，　543，　547－48，　551，　556，　558，　565，　576，　581，　583－84，　586，　588，

　59e一　91，　593，　597，　599，　6e5－06，　6e8，　610，　613，　620，　634，　671，　673一　74，　677一　78，　680　一81，　683，　687，

　692，　696　一　97，699　一　702，707－08である。
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13）冠職人

17）鍛冶屋

21）針職人

25）肉屡

29）物語り師

14）楽士（mutrib）　　　　　　　　15）帆布商人　　　16）靴職人

18）熱医者　　　　19）朗嘱家　　　20）仕立て屋（khayya‡）

22）理髪師（sartarash）　　　　　23）飼料屋　　　　24）矢職人

26）釘職人　　　　27）風零屋（hammamigar）　　　28）カッレ料理人

30）　月畏地屋

【表2と重複しない職種】

　玉）食器職人（lcasagar）

　3）料理人（tabbal〈h）

　5）　ターバン臨き（dastarband）

　7）紐職人（‘alaqaband）

　9）皮革職人（pastindaz）

　ll）ヤフニー料理人（yakhnlpaz）

　13）小売商人（khurdafurGsh）

　15）　」4sies一　（kitabfur“sh）

　18）仲買商人（bayya‘）

　21）小刀職人（kardgar）

　24）裁糸銀師　（khayyaもa£ab）

　27）紙商人（kaghadhfurash）

　30）金刺繍師（zarkash）

　33）梶棒職人（chunaqgar）

2）コリーチェ料理人（kulichapaz）

4）霧香商人（mishkfurllsh）

6）蜂蜜商人（‘asalfurSsh）

8）帯職人（kamarbaf）

1G）ボタン職人（tukmaband）

12）鞍あて職人（takaltadaz）

14）ラピスラズリ洗浄機（1azhvardsh①

16）交易商

19）　宝石研磨農『百

22）搾独職人（‘a§§ar）

25）毛皮職人（malnadaz）

28）刀剣職人（shamshirgar）

31）陶器商人　　（chlnifurash）

17）建築家（banRa）

20）親親師

23）製本職人

26）馬異職人

29）錠職人（quflgar）

32）　造園瘤頂　（baghban）

　TSの第5章と第7章に登場する416名のうち，4分の1弱の99名が上記のような職

人・商人の職業に従事しており，本人ではなく父親の職業が上記の諸職に含まれる者を加え

ると，さらに比率が高まることになる。これら職人・商人罵に属する者たちは，詩を詠むだ

けではなく，先にLNで確認したように，おそらく読み書きの能力をも備え，学識豊かな者

も珍しくはなかったであろう。第5章には，もと購香商人が書を得意としている例が見られ

［TS：No，339］，「庶民」を取り上げた第7章においても，書写に従事した者や書を得意とし

た者が見受けられる　［TS：No．684，686］。さらに，同じく第7章には「財産が多いのでタ

ブリーズに一つのマスジドを建てた」という「慈善家で学識者（khayyir　va‘alim）」とさ

れる人物が登場する［TS：No，698］。都市の発達による経済的安定が，一一般佐民層の教養・

学識を高める重要な要困であったことを物語っている◎また，TSの巌該部分では，マドラ

サ等での就学についてあまり述べられていないが，第5章に7名の「マクタブ（初等教育施

設）経営者（maktab－dar）」が取り上げられており　［TS：No．320，388，396，436，503，513，

625］，マクタブ経営が「技芸（＄an‘at）」と兇なされている［TS：No．320］。これらの者た

ちの居住地は，タブリーズ，イスファハーン，シーラーズ，ハマダーン，テヘラン，トゥー

ンであるが，他の主要都市でもマクタブ経営が盛んであったと思われる。
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　16世紀の詩人伝LNとTSの違いは，前者が，15世紀末から16世紀の第1四半世紀にか

けてヘラートを中心にホラーサーンとマーワランナフルで活躍した者たちを取り上げている

のに対し，後者は15世紀末から16世紀蔚半に主にサファヴィー朝の版園で活躍した者たち

を取り上げていることである（ただし，LNとTSで人物が重複している場合もある）。　TS

で取り上げられた人々の主な活動の舞台は，都市文化が衰退へと向かうヘラートよりも［久

保1997　b：172　一　73］，タブリーズ，カズヴィーン，カーシャーンなどサファヴィ一朝中心部

の主要都市であった。これらの都市においても，上に晃たように，16世紀薦半には，職人

や商人に代表される都市の一般住民層が，韻文学の素養をはじめ，教養・学識を身につける

ことは決して珍しくはなかったのである。ティムール朝ルネサンス期のヘラートと青図な都

市社会の成熟が，ペルシア語文化圏ほぼ金域に広まってきていたと卜うことができよう36）。

お　わ　り　に

　i5世紀末ヘラートの職人や商人を主な題材としたサイフィーのシャフル・アーシューブ

作品は，都市文化の発達および都市社会の成熟が生み出した，大衆文学を思わせるペルシア

韻文作品であった。都市社会の成熟は，この作品の題材となった職人・商人層，および広く

一般住民層の，社会的地位のみならず教養の水準をも著しく向上させ，詩を詠み書をしたた

める職人や商人の存在はありふれていたと言っても過言ではない。彼らはサイフィーの作品

の題材となっただけでなく，サイフィーの作品を自ら味わい，社会観や宗教観にからめたサ

イフィーのメッセージを十分に汲み取る力を持っていた，と考えてよかろう3？）。作者の社会

観や宗教観が反映された文学作品を味わい，自らも簡単な韻文作品を創作できる者が，都市

の一般住観層に広く確認できるという社会状況が生じていたのである。換派するなら，ティ

ムール朝ルネサンス期のヘラートでは，社会における個の成長が著しく，社会の幡広い層で

個人の自由な精神が育ってきていた，と言うことができよう。

　そうすると，ペルシア語文化圏におけるその後のシャフル・アーシ”一ブの流行は，詣該

地域で広く都市社会の成熟が見られるようになったことを裏付けることになる。上に述べた

ように，シャフル・アーm．シュープ作品が職人や商人を題材とするということだけでなく，そ

36）アゼルバイジャンやイラークでもサファヴィー朝成立以荊に都市文化が発達していたと思われる

　が，ヘラートに比べると文献史料が非常に少なく，いまだ十分な研究成果が得られていない。な
　お，マーワランナフルは15世紀後半以降都市文化が衰退したとされるが，発展が晃られないわけ

　ではない〔ムクミーノワ1998］0

37）黛本にも類似する韻文学のジャンル「職人歌合わせ」があり，古くは鎌倉疇代のものが残ってい

　る。激合わせ」は，9世紀後半から始まった和歌による憲廷遊戯であり，「職人歌合わせ」は，

　種々の職人による歌合わせという設定であるが，実際の作者は職人ではなく上流階級の歌人で
　あった。また，その歌を職人たち自身が昧わうということも，随分後の時代までなかったものと

　思われる。なお，「職人歌合わせjICついては先述の比較中世史料研究会（本稿濫5）において，
　出席者の方々からご教示いただいた。
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の大衆文学的性格から見て，彼らに代表される都市の一般住民層にも親しまれることを目的

としていた，と考えられるからである。実際，側臥章で確認した通り，16世紀前半にティ

ムール期ルネサンス期のヘラートと岡様な都市社会の成熟がペルシア語文化圏ほぼ全域に広

まってきており，サイフィーの作品以降，次々とシャフル・アーシューブ作晶が生み出され

た。16世紀初頭再びヘラートでアーガヒーとホーンダミールの作品が生まれたが俵2：

No．8，9］，その後はタブリーズ，カズヴィーン，イスファハーンなどサファヴィ一朝下の

主要都市で，続々とシャフル・アーシューブ作品が編まれた［表2：No．11－17，19－22，26－

29］38）。このような状況は，ペルシア韻文作品が幅広い層で大衆的に親しまれるという，イ

ランの伝統［藤元2001］の形成とも深く関わっているであろう。

　翻ってサイフィーのシャフル・アーシューブ作品について言うと，この作品の登場は，既

に確認したように，シャフル・アーシューブ史上の転換機，およびこの文学ジャンルの復興

を意味した。しかし，その重要性は，この作品を生み出した社会状況との蘭わりにおいて，

より適切に三三することができるのであり，そうすることで，その後のシャフル・アー

シューブ流行の意味が解き明かされるのである。今後本稿の考察結果に修正を加える必要が

生じるとしても，サイフィーのシャフル・アーシューブ作品の文学・歴史研究上の重要性は

明らかであり，ティムール朝ルネサンスを象徴するペルシア文学作品，と呼ぶことも不可能

ではないであろう。
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